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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主幹ブレーカ（１４０）と複数の分岐ブレーカ（１５０）とを接続するために分電盤（
１６０）に設けられる導体装置（１００）であって、
　前記分電盤（１６０）の筐体（１６１）に固定される設置ブロック（１０１）と、第１
の電圧相の導体（１１１）と中性相の導体（１１２）と第２の電圧相の導体（１１３）と
を絶縁状態で仮保持した状態にて前記設置ブロック（１０１）に嵌合保持される絶縁ブロ
ック（１０２）と、を備え、
　前記絶縁ブロック（１０２）には、複数の絶縁スペース（１０３）が画成され、各絶縁
スペース（１０３）の間には、前記導体（１１１，１１２，１１３）の各接続部（１１１
ｄ，１１２ｄ，１１３ｄ）を挿入させる取付部（１０４）が配設され、前記絶縁ブロック
（１０２）の一側には、前記中性相の導体（１１２）の立上部（１１２ｃ）と接続部（１
１２ｄ）を挿入させるための空隙部（１０６）が形成される一方、前記絶縁ブロック（１
０２）の他側には、前記第１の電圧相の導体（１１１）の挿入部（１１１ｃ）を挿入させ
る空隙部（１０７）と、接続部（１１１ｄ）を挿入させる空隙部（１０８）が形成され、
かつ、前記第１の電圧相の導体（１１１）の外側に配設される前記第２の電圧相の導体（
１１３）の挿入部（１１３ｃ）を挿入させる空隙部（１０９）と、接続部（１１３ｄ）を
挿入させる空隙部（１１０）が形成され、
　さらに、前記絶縁ブロック（１０２）の一側には、前記空隙部（１０６）に挿入された
前記中性相の導体（１１２）の立上部（１１２ｃ）を抜け止め状態に係止する第１の係止
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手段（１２０）を設けると共に、前記絶縁ブロック（１０２）の他側には、前記空隙部（
１０９）に挿入された前記第２の導体（１１３）の挿入部（１１３ｃ）を抜け止め状態に
係止する第２の係止手段（１３０）を設けたことを特徴とする導体装置。
【請求項２】
　前記第１の係止手段（１２０）は、前記中性相の導体（１１２）の立上部（１１２ｃ）
に突設した係止片（１１２ｅ）を係止させるために、前記空隙部（１０６）を画成する壁
面（１０６ａ）に形成した係止突部（１０６ｂ）であり、前記第２の係止手段（１３０）
は、前記第２の電圧相の導体（１１３）の挿入部（１１３ｃ）を係止させるために、前記
空隙部（１０９）を画成する壁面（１０９ａ）に形成した係止突部（１０９ｂ）であるこ
とを特徴とする請求項１に記載の導体装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、住宅用等として用いられる単相３線式の分電盤に設けられる導体装置に係り
、特に、絶縁ブロックを設置ブロックに組み付ける際の作業性を向上させるようした導体
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　主幹ブレーカと複数の分岐ブレーカを導体装置で接続し、これらを筐体内に収納した住
宅用の分電盤は公知である（例えば、特許文献１参照）。その導体装置は、例えば、図１
１に示される。この導体装置１００は、分電盤の筐体（図示省略）に固定される設置ブロ
ック１０１と、第１の電圧相の導体１１１と中性相の導体１１２と第２の電圧相の導体１
１３とを絶縁状態で仮保持した状態にて設置ブロック１０１に嵌合保持される絶縁ブロッ
ク１０２とを備えている。
【０００３】
　絶縁ブロック１０２には、複数の絶縁スペース１０３が画成され、各絶縁スペース１０
３の間に配設された取付部１０４に挿入された接続部１１１ｄ，１１２ｄ，１１３ｄが、
ボルト、ナット及び筒状導体子等によって複数の分岐ブレーカ（図示省略）の接続端子（
８個）に接続される一方、各導体１１１，１１２，１１３の端子部１１１ａ，１１２ａ，
１１３ａが接続導体（図示省略）を介して主幹ブレーカ（図示省略）の接続端子に接続さ
れる。なお、図示左端の取付部１０４は、絶縁スペース１０３とエンドプレート１０５の
間に配設される。
【０００４】
　上述のような導体装置１００の構成及び組み付け手順について説明すると、図１２は、
第１の電圧相の導体１１１、中性相の導体１１２及び第２の電圧相の導体１１３の組み付
け対応図で、図示のように、中性相の導体１１２の基部１１２ｂの一端には２つのボルト
孔を有する端子部１１２ａが折曲形成されると共に、その基部１１２ｂに沿って複数の立
上部１１２ｃが所定の間隔をおいて形成され、その立上部１１２ｃの上端にＵ字状の接続
部１１２ｄが横方向に折曲形成されている。
【０００５】
　第１の電圧相の導体１１１の基部１１１ｂの一端には１つのボルト孔を有する端子部１
１１ａが折曲形成されると共に、その基部１１１ｂに沿って複数の挿入部１１１ｃとＵ字
状の接続部１１１ｄが形成されている。その挿入部１１１ｃは、基部１１２ｂに沿って立
ち上がる立上部分と、立上部分から横方向に折曲延設された挿入部分とからなる。接続部
１１１ｄは、基部１１２ｂに沿って段違い状に折曲されて立ち上がる立上部分と、立上部
分から横方向に折曲されたＵ字状の接続部分とからなる。
【０００６】
　第２の電圧相の導体１１３の基部１１３ｂの一端には１つのボルト孔を有する端子部１
１３ａが折曲形成されると共に、その基部１１３ｂに沿って複数のＵ字状の接続部１１３
ｄと挿入部１１３ｃが形成されている。その接続部１１３ｄは、基部１１２ｂに沿って立
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ち上がる立上部分と、立上部分から横方向に折曲された接続部分とからなる。挿入部１１
３ｃは、基部１１３ｂに沿って立ち上がる立上部分と、立上部分から横方向に折曲延設さ
れた挿入部分とからなる。
【０００７】
　この第１の電圧相の導体１１１の接続部１１１ｄと、第２の電圧相の導体１１３の接続
部１１３ｄが、それぞれ、図１４（ａ）（ｂ）に示す絶縁ブロック１０２の絶縁スペース
１０３内で、中性相の導体１１２の接続部１１２ｄに対して交互に対向状態で当接し合う
ように、その絶縁ブロック１０２に仮保持されて、その絶縁ブロック１０２が、設置ブロ
ック１０１に嵌合される（図１１（ａ）（ｂ）参照）。
【０００８】
　図１３（ａ）（ｂ）は、絶縁ブロック１０２を示し、この絶縁ブロック１０２には、複
数の絶縁スペース１０３，…が画成され、各絶縁スペース１０３の間には、導体１１１，
１１２，１１３の各接続部１１１ｄ，１１２ｄ，１１３ｄを挿入させる取付部１０４が配
設されている。この絶縁ブロック１０２の一側には、図１３（ａ）に示すように、中性相
の導体１１２の立上部１１２ｃと接続部１１２ｄを横方向から挿入させるための空隙部１
０６が形成され、その空隙部１０６は取付部１０４に連通している。
【０００９】
　一方、絶縁ブロック１０２の他側には、図１３（ｂ）に示すように、第１の電圧相の導
体１１１の挿入部１１１ｃを横方向から挿入させる空隙部１０７と、接続部１１１ｄを横
方向から挿入させる空隙部１０８が形成され、かつ、第２の電圧相の導体１１３の挿入部
１１３ｃを挿入させる空隙部１０９と、接続部１１３ｄを横方向から挿入させる空隙部１
１０が形成されている。この空隙部１０７，１０８と、空隙部１０９，１１０は、交互に
形成され、その空隙部１０８，１１０は取付部１０４に連通している。
【００１０】
　このような構成の絶縁ブロック１０２に導体１１１，１１２，１１３を組み付ける手順
について説明すると、まず、図１４（ａ）に示すように、絶縁ブロック１０２の一側に形
成された空隙部１０６に、中性相の導体１１２の接続部１１２ｄを挿入した後、絶縁ブロ
ック１０２の他側に形成された空隙部１０７と空隙部１０８に、第１の電圧相の導体１１
１の挿入部１１１ｃと接続部１１１ｄを挿入する。次いで、図１４（ｂ）に示すように、
絶縁ブロック１０２の他側に形成された空隙部１０９と空隙部１１０に、第２の電圧相の
導体１１３の挿入部１１３ｃと接続部１１３ｄを挿入する。
【００１１】
　この状態では、３つの導体１１１，１１２，１１３が絶縁ブロック１０２に仮保持され
ており、図１１（ａ）（ｂ）に示すように、その絶縁ブロック１０２の底部を設置ブロッ
ク１０１に嵌合させれば、導体装置１００の組み付けが終了し、さらに、その導体装置１
００を筐体の取付位置に配置して、各導体１１１，１１２，１１３の接続部１１１ｄ，１
１２ｄ，１１３ｄを、ボルト、ナット及び筒状導体子等によって各分岐ブレーカの接続端
子に接続し、端子部１１１ａ，１１２ａ，１１３ａを接続導体を介して主幹ブレーカの接
続端子に接続すれば、導体装置１００の筐体への組み付けが完了する。
【００１２】
【特許文献１】特開平２００４－１６６３８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、図１１乃至図１４に示す従来の導体装置では、各導体１１１，１１２，
１１３が絶縁ブロック１０２に仮保持されている状態がきわめて不安定であるため、絶縁
ブロック１０２の設置ブロック１０１への組み付けの際に、中性相の導体１１２と第２の
電圧相の導体１１３が絶縁ブロック１０２から脱落することがあり、その組み付け作業性
がよくなかった。
【００１４】
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　つまり、中性相の導体１１２の接続部１１２ｄは、絶縁ブロック１０２の一側に形成さ
れた空隙部１０６に、第２の電圧相の導体１１３の挿入部１１３ｃと接続部１１３ｄは、
絶縁ブロック１０２の他側に形成された空隙部１０９，１１０に、それぞれ挿入されてい
るのみで抜け止め対策が施されていないため、不用意に絶縁ブロック１０２が揺れたり傾
いたりすると、導体１１２，１１３の接続部１１２ｄ，１１３ｄが空隙部１０６，１１０
から抜け落ちてしまうことがあった。
【００１５】
　本発明は、このような実情に鑑みてなされ、導体を安定に絶縁ブロックに仮保持させる
ことができるようにした導体装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の導体装置は、主幹ブレーカ１４０と複数の分岐ブレーカ１５０とを接続するた
めに分電盤１６０に設けられる導体装置１００にあって、
　前記分電盤１６０の筐体１６１に固定される設置ブロック１０１と、第１の電圧相の導
体１１１と中性相の導体１１２と第２の電圧相の導体１１３とを絶縁状態で仮保持した状
態にて前記設置ブロック１０１に嵌合保持される絶縁ブロック１０２と、を備え、
　前記絶縁ブロック１０２には、複数の絶縁スペース１０３が画成され、各絶縁スペース
１０３の間には、前記導体１１１，１１２，１１３の各接続部１１１ｄ，１１２ｄ，１１
３ｄを挿入させる取付部１０４が配設され、前記絶縁ブロック１０２の一側には、前記中
性相の導体１１２の立上部１１２ｃと接続部１１２ｄを挿入させるための空隙部１０６が
形成される一方、前記絶縁ブロック１０２の他側には、前記第１の電圧相の導体１１１の
挿入部１１１ｃを挿入させる空隙部１０７と、接続部１１１ｄを挿入させる空隙部１０８
が形成され、かつ、前記第１の電圧相の導体１１１の外側に配設される前記第２の電圧相
の導体１１３の挿入部１１３ｃを挿入させる空隙部１０９と、接続部１１３ｄを挿入させ
る空隙部１１０が形成され、
　さらに、前記絶縁ブロック１０２の一側には、前記空隙部１０６に挿入された前記中性
相の導体１１２の立上部１１２ｃを抜け止め状態に係止する第１の係止手段１２０を設け
ると共に、前記絶縁ブロック１０２の他側には、前記空隙部１０９に挿入された前記第２
の導体１１３の挿入部１１３ｃを抜け止め状態に係止する第２の係止手段１３０を設けた
ことを特徴とする。
【００１７】
　このような構成によれば、絶縁ブロック１０２の一側に形成された空隙部１０６に、中
性相の導体１１２の立上部１１２ｃと接続部１１２ｄを挿入して、中性相の導体１１２の
立上部１１２ｃを第１の係止手段１２０に抜け止め状態に係止させた後、絶縁ブロック１
２の他側に形成された空隙部１０７と空隙部１０８に、第１の電圧相の導体１１１の挿入
部１１１ｃと接続部１１１ｄを挿入し、次いで、絶縁ブロック１０２の他側に形成された
空隙部１０９と空隙部１１０に、第２の電圧相の導体１１３の挿入部１１３ｃと接続部１
１３ｄを挿入して、第２の係止手段１３０によって、その挿入部１１３ｃを抜け止め状態
に係止させることができる。この状態では、３つの導体１１１，１１２，１１３が絶縁ブ
ロック１０２に安定に仮保持されており、絶縁ブロック１０２の設置ブロック１０１への
組付時の作業性が顕著に向上する。
【００１８】
（２）前記第１の係止手段１２０は、前記中性相の導体１１２の立上部１１２ｃに突設し
た係止片１１２ｅを係止させるために、前記空隙部１０６を画成する壁面１０６ａに形成
した係止突部１０６ｂであり、前記第２の係止手段１３０は、前記第２の電圧相の導体１
１３の挿入部１１３ｃを係止させるために、前記空隙部１０９を画成する壁面１０９ａに
形成した係止突部１０９ｂであってもよい。このようにすれば、両係止手段１２０，１３
０を簡易な構成として容易に形成することができる。
【発明の効果】
【００１９】
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　本発明の導体装置は、絶縁ブロックの一側に、中性相の導体を抜け止め状態に係止する
第１の係止手段を設け、その他側に、第１の電圧相の導体の外側に配設される第２の電圧
相の導体を抜け止め状態に係止する第２の係止手段を設けたので、絶縁ブロックに挿入さ
れた中性相の導体と第２の電圧相の導体及び第１の電圧相の導体が、絶縁ブロックの両側
から脱落するのを防止することができる。従って、絶縁ブロックの設置ブロックへの組付
作業性が顕著に向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下に、本発明の最良の実施の形態に係る導体装置について図面を参照しつつ詳細に説
明する。なお、背景技術で図１１乃至図１４を引用して説明した部材と同一乃至は同等の
部材については同一符号を付しその説明を省略する。
【００２１】
　図１及び図２は樹脂材の型成形により形成される絶縁ブロックの斜視図、図３は第１の
電圧相の導体１１１、中性相の導体１１２及び第２の電圧相の導体１１３の組み付け対応
図を示す。まず、図１に示すように、絶縁ブロック１０２の一側には、空隙部１０６に挿
入される中性相の導体１１２の立上部１１２ｃを抜け止め状態に係止する第１の係止手段
１２０として、図３に示すように中性相の導体１１２の立上部１１２ｃの一側に突設した
係止片１１２ｅを係止させるために、空隙部１０６を画成する一方の壁面１０６ａに係止
部１０６ｂを形成している。
【００２２】
　その係止部１０６ｂは、例えば、図示のように、導体１１２の係止片１１２ｅを嵌入さ
せる凹部の周りをコの字状に立ち上げて縁取りした形状に形成することができるが、これ
に限定されることなく、中性相の導体１１２が脱落しないように、係止片１１２ｅ（又は
立上部１１２ｃ）を係止状態に保持することができれば、その構成や形状の如何を問わな
い。また、絶縁ブロック１０２の両側上縁には、感電防止カバー１４２（図７参照）を着
脱自在に取り付けるための係止突片１０２ｅが複数対（例えば５対）形成されている。
【００２３】
　そして、図２に示すように、絶縁ブロック１０２の他側には、空隙部１０９に挿入され
る第２の導体１１３の挿入部１１３ｃを抜け止め状態に係止する第２の係止手段１３０と
して、第２の電圧相の導体１１３の挿入部１１３ｃを係止させるために、空隙部１０９を
画成する一方の壁面１０９ａに係止部１０９ｂを形成している。また、第１の導体１１１
の挿入部１１１ｃを挿入させる空隙部１０７を画成する一方の壁面には、その挿入部１１
１ｃを係止させるための係止部１０７ａを形成している。
【００２４】
　第２の電圧相の導体１１３の挿入部１１３ｃは、図３に示すように、基部１１３ｂに沿
って立ち上がる立上部分１１３ｅと、立上部分１１３ｅから横方向に折曲延設された挿入
部分１１３ｆとからなる。従って、係止部１０９ｂは、例えば、図２に示すように、立上
部分１１３ｅと挿入部分１１３ｆの背面側を係止させることができるような逆Ｌ字状（カ
ギ型状）に形成することができるが、これに限定されることなく、第２の導体１１３が脱
落しないように、少なくとも立上部分１１３ｅを係止状態に保持することができれば、そ
の構成や形状の如何を問わない。
【００２５】
　以上のような構成により、まず、図４に示すように、絶縁ブロック１２の一側に形成さ
れた空隙部１０６に、中性相の導体１１２の立上部１１２ｃと接続部１１２ｄを挿入して
、該導体１１２を図示右方向に少し押すことで、中性相の導体１１２の立上部１１２ｃに
突設した係止片１１２ｅを、壁面１０６ａに形成された係止部１０６ｂに係止させること
ができる。この状態では、中性相の導体１１２は、脱落しないように、絶縁ブロック１０
２に安定に仮保持されている。
【００２６】
　次いで、絶縁ブロック１２の他側に形成された空隙部１０７と空隙部１０８に、第１の
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電圧相の導体１１１の挿入部１１１ｃと接続部１１１ｄを挿入して、その挿入部１１１ｃ
を係止部１０７ａに係止させた後、図５に示すように、絶縁ブロック１０２の他側に形成
された空隙部１０９と空隙部１１０に、第２の電圧相の導体１１３の挿入部１１３ｃと接
続部１１３ｄを挿入して、該導体１１３を図示左方向に少し押すことで、立上部分１１３
ｅと挿入部分１１３ｆの背面側を係止部１０９ｂに係止させることができる。この状態で
は、第２の導体１１３は、脱落しないように、絶縁ブロック１０２に安定に仮保持されて
いる。
【００２７】
　以上のように、３つの導体１１１，１１２，１１３を安定に仮保持させた絶縁ブロック
１０２は、図６（ａ）（ｂ）に示すように、設置ブロック１０１に対して作業性よく嵌合
させることができる。このようにして、仮組された導体装置１００は、図７に示すように
、分電盤１６０の筐体１６１の本体１６１Ａの所定位置に配設され、各取付部１０４に挿
入されている接続部１１１ｄ，１１２ｄ，１１３ｄを、ボルト、ナット及び筒状導体子等
によって分岐ブレーカ１５０の接続端子１５０ｄに接続すると共に、 端子部１１１ａ，
１１２ａ，１１３ａと主幹ブレーカ１４０の接続端子１４０ａ，１４０ｂ，１４０ｃとを
接続導体１４０Ａ，１４０Ｂ，１４０Ｃを介してボルト締結等によって接続して導体装置
１００を筐体１６１の本体１６１Ａに固定し、さらに、主幹ブレーカ１４０から延出され
ている過電圧検出リード線１４０ｅを、中性相の導体１１２の端子部１１２ａに接続すれ
ば、導体装置１００の筐体１６１の本体１６１Ａへの組み付けが終了する。なお、図７に
て、１４０ＳＷは主幹ブレーカ１４０のスイッチ（メインスイッチ）、１５０ＳＷは分岐
ブレーカ１５０のスイッチを示す。
【００２８】
　次いで、図８に示すように、絶縁性素材で形成された感電防止カバー１４２に形成され
た係止孔１４２ｅを、絶縁ブロック１０２の係止突片１０２ｅに嵌合係止させることによ
り、感電防止カバー１４２を着脱自在に取り付けることができる。図示の例では、感電防
止カバー１４２は、導体装置１００の全体と、主幹ブレーカ１４０の接続端子１４０ａ，
１４０ｂ，１４０ｃ、及び、接続導体１４０Ａ，１４０Ｂ，１４０Ｃを覆うように形成さ
れ、感電の完全防止が図られる。なお、１４２ｆは電圧測定用の孔を示す。
【００２９】
　筐体１６１の本体１６１Ａの上端には、図９，１０に示すカバー１６１Ｂを取り付ける
ための一対の係止部１６１ｃが設けられており、その係止部１６１ｃは、横方向に形成さ
れた横辺部分ｃｘと外側が縦方向に先細り状に面取りされているテーパー辺部分ｃｔとを
有している。また、本体１６１Ａの下端には、カバー１６１Ｂを閉状態でラッチするため
の一対の爪受１６１ｄが設けられている。本体１６１Ａの上部には、壁面等に固定するた
めのボルト孔１６１ｇが開設されている。
【００３０】
　一方、カバー１６１Ｂの裏側上端には、本体１６１Ａの一対の係止部材１６１ｃに位置
決め状態に係止される被係止部１６１ｄが設けられ、カバー１６１Ｂの裏側下端には、本
体１６１Ａの一対の爪受１６１ｄにラッチする摺動自在なラッチ爪１６１ｅが設けられ、
スプリング（図示省略）によって内側に向けて付勢されており、そのラッチ爪１６１ｅの
裏側には、カバー１６１Ｂの前面に露出する操作部１６１ｆが設けられている（図１０参
照）。上述の被係止部１６１ｄは、横方向に形成された横辺部分ｄｘと縦方向に形成され
た縦辺部分ｄｙとを有して略逆Ｌ字状に形成されている。また、カバー１６１Ｂの略中央
部には、主幹ブレーカ１４０のスイッチ１４０ＳＷ、及び、分岐ブレーカ１５０のスイッ
チ１５０ＳＷを外部に露出させるための開口１６１ｈ，１６１ｉが開設されている。
【００３１】
　このようなカバー１６１Ｂを本体１６１Ａに取り付けるには、カバー１６１Ｂの裏側上
端に形成されている一対の被係止部１６１ｄを、本体１６１Ａの上端に形成されている係
止部材１６１ｃに落とし込むように係止させると、カバー１６１Ｂが本体１６１Ａに位置
決めされた状態となり、その状態でカバー１６１Ｂを押込んで閉じれば、その裏側下端の
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ラッチ爪１６１ｅが、本体１６１Ａに設けられている爪受１６１ｄにラッチされロック状
態となる。その閉動作時には、カバー１６１Ｂの被係止部１６１ｄの横辺部分ｄｘが、本
体１６１Ａの係止部材１６１ｃの横辺部分ｃｘに係止された状態で、カバー１６１Ｂが閉
じられる前に、被係止部１６１ｄの縦辺部分ｄｙが、係止部材１６１ｃのテーパー辺部分
ｃｔに摺接してガイドされるため、カバー１６１Ｂが本体１６１Ａに対して正確に位置決
めされ、確実にラッチされる。このラッチを解除するには、両方の操作部１６１ｆを外側
に移動させればよい。
【００３２】
　なお、本発明は、実施の形態に限定されることなく、発明の要旨を逸脱しない限りにお
いて、適宜、必要に応じて、改良や設計変更は自由であり、例えば、係止片１１２ｅは、
中性相の導体１１２の立上部１１２ｃの他側に突設されてもよく、その場合には、係止部
１０６ｂを空隙部１０６を画成する他方の壁面に形成すればよい。また、第２の電圧相の
導体１１３の挿入部１１３ｃを係止させるための係止部１０９ｂは、空隙部１０９を画成
する他方の壁面に形成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の実施の形態に係る導体装置の絶縁ブロックの一側から見た斜視図である
。
【図２】同絶縁ブロックの他側から見た斜視図である。
【図３】同導体の組み付け対応図である。
【図４】同絶縁ブロックに中性相の導体と第１の電圧相の導体を挿入した状態の斜視図で
ある。
【図５】同絶縁ブロックに中性相の導体と第１の電圧相の導体と第２の電圧相の導体を挿
入した状態の斜視図である。
【図６】（ａ）は同絶縁ブロックを設置ブロックに嵌合させた状態の斜視図、（ｂ）は同
平面図である。
【図７】同分電盤の内部の構成を示す平面図である。
【図８】同感電防止カバーを取り付けた状態の分電盤の内部の平面図である。
【図９】同分電盤のカバーの裏面側から見た斜視図である。
【図１０】同分電盤の正面図である。
【図１１】（ａ）は従来の導体装置の斜視図、（ｂ）はその平面図である。
【図１２】同導体の組み付け対応図である。
【図１３】（ａ）は絶縁ブロックの一側から見た斜視図、（ｂ）は同他側から見た斜視図
である。
【図１４】（ａ）は同絶縁ブロックに中性相の導体と第１の電圧相の導体を挿入した状態
の斜視図、（ｂ）は同絶縁ブロックに中性相の導体と第１の電圧相の導体と第２の電圧相
の導体を挿入した状態の斜視図である。
【符号の説明】
【００３４】
　１００…導体装置、１０１…設置ブロック、１０２…絶縁ブロック、１０３…絶縁スペ
ース、１０４…取付部、１０６，１０７，１０８，１０９，１１０…空隙部、１０６ａ…
壁面、１０６ｂ…係止突部、１０９ａ…壁面、１０９ｂ…係止突部、１１１…第１の電圧
相の導体、１１１ｃ…挿入部、１１２…中性相の導体、１１２ｃ…立上部、１１２ｄ…接
続部、１１２ｅ…係止片、１１３…第２の電圧相の導体、１１３ｃ…挿入部、１１１ｄ，
１１２ｄ，１１３ｄ…接続部、１２０…第１の係止手段、１３０…第２の係止手段、１４
０…主幹ブレーカ、１５０…分岐ブレーカ、１６０…分電盤、１６１…筐体
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